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1938），Popolo de Japanujo �Prudento kaj la
nuna ĥina afero�（同，1938），「幸運児ホドラー

その 20年忌に」（RO 1940.3），「アンネの日記

日本語訳とE訳とを比べてみて」（RO 1960.2），
「当面の学力強化の問題」（RO 1962.5），「世界

大会の議事」（RO 1965.2），「UEAの Jarlibroと
は」（RO 1967.9），「スカウト運動と E」（RO
1970.9），「スカウト運動とE」（ES 1977.3），�Pri
mia vojaĝo al la kongresurbo Augsburg�（VO
1986.1），「1000号記念誌によせて」（娘が代筆．

RO 2004.6）。参京都学生 E連盟「進藤静太郎

氏をヒメンせよ」（LM 1952.5），紀伊宇「先人後

人なで斬り帖（2）」（SAM 1953.3），松原八郎

「進藤静太郎氏のこと」（RO 2004.8･9），浅田和

子「好きではなかったE!」（RO 2005.7），『三高

E会小史』。協奥村林蔵。

新藤英松｜しんどう ひでまつ｜1881.8〜1945以降

群馬/群馬師範/群馬県の小学校長を務めた

後，1914年東京本駒込で万年筆の製造，販

売を開始。パンリー万年筆製造所主，滝野

川町（東京）町議，滝野川町学務委員など。

06年 JEA入会（会員番号189）。

シンプキンズ｜William Lionel Simpkins

1894? 〜1972.1.12

イギリス/銀行を退職して，たびたび世界

旅行。1954年 3月来日し，東京，松山，亀

岡，岡山，熊本などでE-istoと交流。58年
4〜9月再来日して，多く藤本達生の同伴で

横浜，東京，大阪，亀岡，岡山，新潟，札幌，

小樽，仙台，静岡，新居などを巡る。各地

でE-istoと交流し，新聞社を訪問，国立療

養所北陸荘（富山）の北陸荘 E会も訪問。

65年5月第50回UK（東京）のため来日し，

大阪などを訪問。オーストラリアもたびた

び訪問し，最期は米国で。E文の遺言によ

り遺産をE団体などに遺贈。著�Ĝis revido,
japanaj samideanoj�（RO 1958.11），�Kutimoj en
multaj landoj�（“Oomoto” 1965.5･6），�De Jo-
kohamo al San Francisko�（“Lʼomnibuso” 11,
1966.1）。参「S-ro Simpkins と旅をしながら」

（LM 1958.7），「Simpkins北へ行く」（LM 1958.
8），�A.E.A. heredis pli ol$2000（U.S.）�（“The
Australian E-ist” 139, 1975.6･7）。

神保格｜じんぼう かく｜1883.4.18〜1965.12.6

東京/一高（検定，1905），東大（1908）/神保

規一の父。言語･音声学者として標準語普

及に貢献。1908年東京高師教授，22年欧

米留学，のち東京文理大教授となり，45年
退官，46年東洋大教授。02年頃 E独習。

東京高師在学中の06年 JEA入会（会員番号

457），のち JEIにも参加。25年 2月東京高

師での普及講演会で「Eの理論と実際」を

講演。38年 1月東京文理大･高師E会創立

に際し顧問。専門的立場からEの優秀性を

評価し，著作，講演などで言及。63年第48
回日本言語学会大会（東京）で「国際語につ

いて」を講演。筑波大に神保文庫（大半は

戦災で焼失）。著『言語学概論』（岩波書店，

1922），「Eの理論と実際」（JEI編集部編『国語

の擁護を論じて国際語に及ぶ』JEI, 1932）ほか

多数。参「先輩はなぜ･どうして学んだか」

（RO 1956.6），『英語学人名辞典』，『征きて還り

し兵の記憶』。

神保規一｜じんぼう きいち

1912.1.10〜1991.11.27

東京/東京高師附中，東大（1935）/神保格の

長男。東京経済大教授。東京高師附中3年
の 1926年E学習。33年 JEI入会。75年調

布E会結成に参画。著『東西民俗交渉史』（杉

山書店，1973），�Aĉuloj�（LSP 1987.2）。参「神

保規一教授年譜並びに業績」（『東京経済大学人

文自然科学論集』61, 1982），『調布E会 20年の

あゆみ』。

新名直和｜しんみょう なおかず

1879.3.27〜1976.1.6

愛媛/早大（1904）/東京逓信局事務官，横須

賀郵便局長，海軍軍用通信監督官などをへ

て，1919年東京中央電話局長，24年東京放

送局創立に際し常務理事。12年黒板勝美

が逓信省電信官吏養成所で開いたE講習を

斡旋。郵政界への E普及に貢献。著『ラヂ

オ英語講座資料』（東京放送局，1926）。参『日

本E運動史料 Ⅰ』。協NHK放送文化研究所。

新村出｜しんむら いずる｜1876.10.4〜1967.8.17

山口/静岡尋常中，第一高等中（1896），東

大（1899）/旧姓関口，号重山（ちょうざん）/
言語学者，文化史家。文学博士。新村猛の

父。東京高師教授ののち東大助教授。

1907〜09年独英仏留学。帰国後は京大教

授。『辞苑』，『広辞苑』を編集。日本言語学

会会長，京都市名誉市民など。56年文化勲

章。大阪市大，天理大に新村文庫，新村出

記念財団に重山文庫。詳細は略す。ドイツ

留学中の 08年文部省から「ドレスデンの

UKに日本代表として出席せよ」との指示

電報を受け，黒板勝美とともに第 4回UK
に出席し，ザメンホフと対面。中原脩司の

「カニヤ書店」の名付け親。22年八木日出

雄に推されて，京大E会会長，京都学生E

連盟結成に際し会長。23年11月11日関西

学生連合E雄弁大会（於京大）の開会の辞

で「明瞭なるE語で堂々と」挨拶。23〜26
年 JEI評議員。24年3月京都商業E協会創

立に際し顧問。25年第13回 JK（京都）会長

として挨拶，普及講演会の司会など。26年
11月第 4回関西学生E雄弁大会（京大）で

開会の辞。52年第39回 JK（京都）で名誉会

長，開会式の挨拶でドレスデン大会の思い

出を語る。53年 JEI顧問。59年12月NHK
ラジオ「朝の訪問」で E に言及。第 50 回

UK（東京）で名誉大会参加者，同大会東海

後援会会長。京都人文学園へのE導入を積

極的に支持。「E世界大会に列りし 若き日

の博士を思ふべきなり」（土岐善麿「新村先

生の霊前にささぐ」，新村猛編『美意延年』

収録）。著『新村出全集』全 15巻（筑摩書房，

1971〜73）ほか多数。E関係は，『南蛮更紗』

（改造社，1924）に「Eの好望」（『全集』5巻所収．

LM 1967.10再録），「チロルの女―ドレスデン

日記より」（『全集』13巻所収），「ドレスデン大

会の思い出」（RO 1953.1．『全集』14巻に再録），

進藤静太郎 E訳�400-jara jubileo de transveno
de St. Xaverio�（RO 1949.8），「E-isto の任務」

（LM 1951.8.1991.3に再録）など。参「世界語万

国会議 目下ドイツ留学中の新村出氏を列席さ

せる 文部省」（『読売新聞』1908.7.4），RO 1924.
1，柊源一「新村出博士略年譜」（『国語学』国語

学会，71, 1967），同「新村出博士論文著書目録

抄」（『国語学』73, 1968），『言語研究』54（日本

言語学会，1969），新村猛『「広辞苑」物語』（芸

術生活社，1970），同編『美意延年 新村出追悼

文集』（新村出遺著刊行会，1981），『新村出全集

索引』（新村出記念財団，1983），『現代日本朝日

人物事典』，『日本キリスト教歴史大事典』。

新村猛｜しんむら たけし｜1905.8.2〜1992.10.31

東京/京都一中（1923），三高（1926），京大

（1930）/筆名関口弘，高杉炯/仏文学者，平

和運動家。新村出の次男。名大名誉教授，

橘女子大学長など。父亡きのち『広辞苑』

の改訂を引継ぐ。愛知県立大に新村文庫。

詳細は略す。1923年三高に入り，同校E会

に参加。46年京都人文学園を創立しE語

科を開設。小田切秀雄･真下信一編，KLEG
共同抄訳�Aŭskultu, la voĉojn de oceano!〔き

け わだつみのこえ〕�（KLEG, 1951）の推

薦者の一人。71年愛知県知事選に立候補

した際，川野邦造，吉田九洲穂，北さとり，

駒尺喜美，竹内義一ら人文学園卒業生が

佐々木時雄を担いで後援会を結成。77年
第25回関西E大会（豊中）で「Eを生み出し

た精神」を講演。92年4月 JEI顧問。著「E-
isto の任務」（LM 1951.8），『ロマン･ロラン』

（岩波書店，1958），『新村猛著作集』全 3巻（三

一書房，1993〜95）。参北さとり「京都人文学

園と E」（LM 1969.10〜11），川野邦造「佐々木

時雄先生をしのんで」（LM 1974.3），和田洋一

『私の昭和史』（小学館，1976），吉田九洲穂「京

都人文学園とE語」（LM 1992.12），久野収「新

村猛さんを悼む」（『図書』1993.1），ヤマサキ･

セイコー�Rekviemo-Sinmura Takesi�（“Japana
Esearo N-ro 1” Libroteko Tokio, 1994），新村猛

追悼集刊行委員会編『緑の樹 新村猛追想』（新

村泰子，1995），山嵜雅子『京都人文学園成立を

めぐる戦中･戦後の文化運動』（風間書房，

2002），『現代日本朝日人物事典』，『近代日本社

会運動史人物大事典』。

す

吹田好雄｜すいた よしお｜1910〜1978

兵庫/小学校（中退）/戦前より印刷工として

46

す

47

エスペラント_04_さ行.mcd  Page 46 13/05/31 11:42  v5.50

あ

い

う

え

お

か

き

く

け

こ

さ

し

す

せ

そ

た

ち

つ

て

と

な

に

ぬ

ね

の

は

ひ

ふ

へ

ほ

ま

み

む

め

も

や

ゆ

よ

ら

り

る

れ

ろ

わ

索
引

さ

し

す

せ

そ

1938），Popolo de Japanujo �Prudento kaj la
nuna ĥina afero�（同，1938），「幸運児ホドラー

その 20年忌に」（RO 1940.3），「アンネの日記

日本語訳とE訳とを比べてみて」（RO 1960.2），
「当面の学力強化の問題」（RO 1962.5），「世界

大会の議事」（RO 1965.2），「UEAの Jarlibroと
は」（RO 1967.9），「スカウト運動と E」（RO
1970.9），「スカウト運動とE」（ES 1977.3），�Pri
mia vojaĝo al la kongresurbo Augsburg�（VO
1986.1），「1000号記念誌によせて」（娘が代筆．

RO 2004.6）。参京都学生 E連盟「進藤静太郎

氏をヒメンせよ」（LM 1952.5），紀伊宇「先人後

人なで斬り帖（2）」（SAM 1953.3），松原八郎

「進藤静太郎氏のこと」（RO 2004.8･9），浅田和

子「好きではなかったE!」（RO 2005.7），『三高

E会小史』。協奥村林蔵。

新藤英松｜しんどう ひでまつ｜1881.8〜1945以降

群馬/群馬師範/群馬県の小学校長を務めた

後，1914年東京本駒込で万年筆の製造，販

売を開始。パンリー万年筆製造所主，滝野

川町（東京）町議，滝野川町学務委員など。

06年 JEA入会（会員番号189）。

シンプキンズ｜William Lionel Simpkins

1894? 〜1972.1.12

イギリス/銀行を退職して，たびたび世界

旅行。1954年 3月来日し，東京，松山，亀

岡，岡山，熊本などでE-istoと交流。58年
4〜9月再来日して，多く藤本達生の同伴で

横浜，東京，大阪，亀岡，岡山，新潟，札幌，

小樽，仙台，静岡，新居などを巡る。各地

でE-istoと交流し，新聞社を訪問，国立療

養所北陸荘（富山）の北陸荘 E会も訪問。

65年5月第50回UK（東京）のため来日し，

大阪などを訪問。オーストラリアもたびた

び訪問し，最期は米国で。E文の遺言によ

り遺産をE団体などに遺贈。著�Ĝis revido,
japanaj samideanoj�（RO 1958.11），�Kutimoj en
multaj landoj�（“Oomoto” 1965.5･6），�De Jo-
kohamo al San Francisko�（“Lʼomnibuso” 11,
1966.1）。参「S-ro Simpkins と旅をしながら」

（LM 1958.7），「Simpkins北へ行く」（LM 1958.
8），�A.E.A. heredis pli ol$2000（U.S.）�（“The
Australian E-ist” 139, 1975.6･7）。

神保格｜じんぼう かく｜1883.4.18〜1965.12.6

東京/一高（検定，1905），東大（1908）/神保

規一の父。言語･音声学者として標準語普

及に貢献。1908年東京高師教授，22年欧

米留学，のち東京文理大教授となり，45年
退官，46年東洋大教授。02年頃 E独習。

東京高師在学中の06年 JEA入会（会員番号

457），のち JEIにも参加。25年 2月東京高

師での普及講演会で「Eの理論と実際」を

講演。38年 1月東京文理大･高師E会創立

に際し顧問。専門的立場からEの優秀性を

評価し，著作，講演などで言及。63年第48
回日本言語学会大会（東京）で「国際語につ

いて」を講演。筑波大に神保文庫（大半は

戦災で焼失）。著『言語学概論』（岩波書店，

1922），「Eの理論と実際」（JEI編集部編『国語

の擁護を論じて国際語に及ぶ』JEI, 1932）ほか

多数。参「先輩はなぜ ･どうして学んだか」

（RO 1956.6），『英語学人名辞典』，『征きて還り

し兵の記憶』。

神保規一｜じんぼう きいち

1912.1.10〜1991.11.27

東京/東京高師附中，東大（1935）/神保格の

長男。東京経済大教授。東京高師附中3年
の 1926年E学習。33年 JEI入会。75年調

布E会結成に参画。著『東西民俗交渉史』（杉

山書店，1973），�Aĉuloj�（LSP 1987.2）。参「神

保規一教授年譜並びに業績」（『東京経済大学人

文自然科学論集』61, 1982），『調布E会 20年の

あゆみ』。

新名直和｜しんみょう なおかず

1879.3.27〜1976.1.6

愛媛/早大（1904）/東京逓信局事務官，横須

賀郵便局長，海軍軍用通信監督官などをへ

て，1919年東京中央電話局長，24年東京放

送局創立に際し常務理事。12年黒板勝美

が逓信省電信官吏養成所で開いたE講習を

斡旋。郵政界への E普及に貢献。著『ラヂ

オ英語講座資料』（東京放送局，1926）。参『日

本E運動史料 Ⅰ』。協NHK放送文化研究所。

新村出｜しんむら いずる｜1876.10.4〜1967.8.17

山口/静岡尋常中，第一高等中（1896），東

大（1899）/旧姓関口，号重山（ちょうざん）/
言語学者，文化史家。文学博士。新村猛の

父。東京高師教授ののち東大助教授。

1907〜09年独英仏留学。帰国後は京大教

授。『辞苑』，『広辞苑』を編集。日本言語学

会会長，京都市名誉市民など。56年文化勲

章。大阪市大，天理大に新村文庫，新村出

記念財団に重山文庫。詳細は略す。ドイツ

留学中の 08年文部省から「ドレスデンの

UKに日本代表として出席せよ」との指示

電報を受け，黒板勝美とともに第 4回UK
に出席し，ザメンホフと対面。中原脩司の

「カニヤ書店」の名付け親。22年八木日出

雄に推されて，京大E会会長，京都学生E

連盟結成に際し会長。23年11月11日関西

学生連合E雄弁大会（於京大）の開会の辞

で「明瞭なるE語で堂々と」挨拶。23〜26
年 JEI評議員。24年3月京都商業E協会創

立に際し顧問。25年第13回 JK（京都）会長

として挨拶，普及講演会の司会など。26年
11月第 4回関西学生E雄弁大会（京大）で

開会の辞。52年第39回 JK（京都）で名誉会

長，開会式の挨拶でドレスデン大会の思い

出を語る。53年 JEI顧問。59年12月NHK
ラジオ「朝の訪問」で E に言及。第 50 回

UK（東京）で名誉大会参加者，同大会東海

後援会会長。京都人文学園へのE導入を積

極的に支持。「E世界大会に列りし 若き日

の博士を思ふべきなり」（土岐善麿「新村先

生の霊前にささぐ」，新村猛編『美意延年』

収録）。著『新村出全集』全 15巻（筑摩書房，

1971〜73）ほか多数。E関係は，『南蛮更紗』

（改造社，1924）に「Eの好望」（『全集』5巻所収．

LM 1967.10再録），「チロルの女―ドレスデン

日記より」（『全集』13巻所収），「ドレスデン大

会の思い出」（RO 1953.1．『全集』14巻に再録），

進藤静太郎 E訳�400-jara jubileo de transveno
de St. Xaverio�（RO 1949.8），「E-isto の任務」

（LM 1951.8.1991.3に再録）など。参「世界語万

国会議 目下ドイツ留学中の新村出氏を列席さ

せる 文部省」（『読売新聞』1908.7.4），RO 1924.
1，柊源一「新村出博士略年譜」（『国語学』国語

学会，71, 1967），同「新村出博士論文著書目録

抄」（『国語学』73, 1968），『言語研究』54（日本

言語学会，1969），新村猛『「広辞苑」物語』（芸

術生活社，1970），同編『美意延年 新村出追悼

文集』（新村出遺著刊行会，1981），『新村出全集

索引』（新村出記念財団，1983），『現代日本朝日

人物事典』，『日本キリスト教歴史大事典』。

新村猛｜しんむら たけし｜1905.8.2〜1992.10.31

東京/京都一中（1923），三高（1926），京大

（1930）/筆名関口弘，高杉炯/仏文学者，平

和運動家。新村出の次男。名大名誉教授，

橘女子大学長など。父亡きのち『広辞苑』

の改訂を引継ぐ。愛知県立大に新村文庫。

詳細は略す。1923年三高に入り，同校E会

に参加。46年京都人文学園を創立しE語

科を開設。小田切秀雄･真下信一編，KLEG
共同抄訳�Aŭskultu, la voĉojn de oceano!〔き

け わだつみのこえ〕�（KLEG, 1951）の推

薦者の一人。71年愛知県知事選に立候補

した際，川野邦造，吉田九洲穂，北さとり，

駒尺喜美，竹内義一ら人文学園卒業生が

佐々木時雄を担いで後援会を結成。77年
第25回関西E大会（豊中）で「Eを生み出し

た精神」を講演。92年4月 JEI顧問。著「E-
isto の任務」（LM 1951.8），『ロマン･ロラン』

（岩波書店，1958），『新村猛著作集』全 3巻（三

一書房，1993〜95）。参北さとり「京都人文学

園と E」（LM 1969.10〜11），川野邦造「佐々木

時雄先生をしのんで」（LM 1974.3），和田洋一

『私の昭和史』（小学館，1976），吉田九洲穂「京

都人文学園とE語」（LM 1992.12），久野収「新

村猛さんを悼む」（『図書』1993.1），ヤマサキ･

セイコー�Rekviemo-Sinmura Takesi�（“Japana
Esearo N-ro 1” Libroteko Tokio, 1994），新村猛

追悼集刊行委員会編『緑の樹 新村猛追想』（新

村泰子，1995），山嵜雅子『京都人文学園成立を

めぐる戦中･戦後の文化運動』（風間書房，

2002），『現代日本朝日人物事典』，『近代日本社

会運動史人物大事典』。
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